
『インフラストラクチャの再生による銀座空中芸術都市構想』
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Ⅱ-ⅱ.東京高速道路
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fig. 東京高速道路の運営の特殊性

fig. 交通流図から導かれる首都高速道路における交通量のヒエラルキー
fig. 補正交通流図
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■ 交通量の定性図

『首都高速道路株式会社HP』http://www.shutoko.co.jp/company/database/flowchart/　より引用

『首都高の歴史』首都高速道路株式会社HP　http://www.shutoko.jp/fun/history/　を参考として作成

fig. 首都高速道路と東京高速道路配置関係
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Ⅲ-ⅰ.車のための空間から歩行者空間へ

　これまで、交通のための通過装置と化していた高速道路において、首都高速道路の主たる機能は担保しつつ、東京高速道路のみを切断

する。敷地を A区画 ,B 区画 ,C 区画の 3 つのエリアに分け、それぞれにおいてシークエンスの異なる歩行空間を演出する。

A 区画 B区画

C区画

首都高速道路（交通：多）と
東京高速道路（交通：少）

首都高の交通機能は残し
東京高速道路を歩行空間へ継ぎ目の切断

首都高速道路

東京高速道路
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３つのエリアに分けそれぞれ
における歩行空間を計画する
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web 状街区の形成

発信の場の利用

文化人との交流

居住円環の形成

東京高速道路から延長されるように、

半円状に分布した住居機能の

延長による居住の円環を形成

格子状に整理された区割りが

リニアな高速道路と絡まり、

web( 蜘蛛の巣 ) 状の街区を形成

多くの画廊・ギャラリーや映画館、

劇場などの文化施設を活かした

文化芸術発信拠点の提案

バーやクラブ、レストランも多く、

知的文化人が多く集まる。出会いの場、

交流する場を囲いとる帯状の建築

劇場・シアター

格子状の街区

画廊・ギャラリー

バー、クラブ、
レストラン

居住機能

　　感覚としては見えてこない都市の複雑な都市構造を定性的に走査し、 銀座の隠れた都市構造を活かした構想を提案する。 敷地周辺における都

市構造を、 定性的に読み取ったときの 4 つの座標 （新たな都市像へのポテンシャル） から、 敷地における都市の特殊性を読み解く。

はじめにⅠ

　高度経済成長以降、 鉄道や高速道路が急激に増成され、 日本の都市における公共空間はこれら人工的に造られた 「インフラストラクチャ」

によって、 そのカタチを変容してきた。

　本計画は、 時代の変遷とともに無用の長物と化してしまう可能性のある土木的建築物を、 高度経済成長を体現する東京の歴史の一部である

として再評価し、 公共空間として再編することでこれからの新たな都市的公共空間への視座を提示するものである。

　交通緩和のためのバイパスとして造られた東京高速道路のコンバージョン計画とし、 車を流すためだけに作られた 「通過装置」 である高速道

路を、 人々のための 「ペデストリアン空間」 へと再編する。 この場所における人の動きの核となる部分にアトリウム空間を設け、 人々を上へと

巻き上げる。 美術館、 集合住宅を設け、 隣接する施設との接続関係を提案するとともに、 中央区における新たな都市像を提示する。

計画の背景

Ⅱ-ⅰ.建築とインフラ

Ⅱ

　かつて戦後の日本においては、 駅前や大通りに不法に形成された闇市、 新宿西口における反戦集会など、 建築とインフラストラクチャとの間

には公共的な関係性が存在していた。

fig.首都高速道路と東京高速道路配置関係
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fig. 高速道路の切断と歩行空間としての再生へのフロー

fig. 銀座の都市構造から導きだされる新たな展開

　今ある約 2km の巨大な構築物を活用し、エリアごとに適正な計画を行う。プログラムとして、主に居住や芸術文化機能を挿入することで、

銀座における新たな都市のイメージを構想する。指定管理者制度によって東京高速道路株式会社が美術館、劇場の運営を行うなどするこ

とで、民間ならではの自由な公共空間の設計を目指す。
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Ⅴ-ⅰ.施設の配置と移転計画

　敷地を俯瞰的に読み込んだ時に思考される３区画の位置づけから、敷地におけるマスタープランを計画する。

B 区画においては、地下の水資源から河川を再生
C区画においては、緑の遊歩道とし、グリーンベルトを形成
A区画は中心となることから、ここを主体敷地とし本施設を計画

A,B 区画の継目には浄水場を
A,C 区画の継目には幼稚園、小学校が配置され、
生活圏の円環を形成する
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fig 地下通路からの人の引き込み

　東京高速道路株式会社は、 昭和 26 年 12 月に設立。 銀座周辺に流れる川を埋め立て、 高架によ

る自動車専用道路 （通行料無料） を建設し、 その建設費と運営費を賃貸収益で回収するという独自

の運営の仕組みをとった。 当初、 建設費用が賄えた後、 高速道路の所有権を東京都に引き渡す予

定であったが都が施設を売却し、 現在も民

　高速道路によって分断されていた人々の動線を高速道路によってつなげて行く。敷地における地下鉄の出入り口と、敷地調査から導き

だされた地上の主要動線の交点接続を選定し、人々の動線をペデストリアン空間に立体的に巻き上げて行くポイントを選定する。

Ⅴ-ⅱ.動線の交点から導く接続点の選定

間運営となっている。 建築とインフラの管理

主体が一体となっている特殊な事例であ

る。 約 10 万㎡の貸室スペースには、 400

余の店舗、 オフィス、 駐車場等が入って

いる。

Ⅲ 計画概要

Ⅳ 敷地の分析と展開

Ⅴ
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Ⅵ-ⅰ. B 区画計画概要

　雨水やトンネル湧水による、周辺環境から得られる水資源を
活用し、高速道路の解体によって、かつての河川を再生する。

　B 区間においては、かつて外濠から隅田川に向け
て流れていた京橋川を再生させる。河川を中心とし
た、水辺の散策路や緑地、カフェなどの商業帯を計
画し、親水性のあるペデストリアン空間を演出する。
東京高速道路内にあったテナントを川縁に計画した
高層建築へと移転する。

B 区画
■周辺から得られる水資源

B , C 区画における計画概要

Phase 1
高架道、スラブ撤去
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橋建設

川岸修景
植栽

現況 Phase 2 Phase 3

■高速道路の解体と河川再生の手引き

銀座

高速道路躯体を活かしたの遊歩道

京橋川再生による親水空間
生態系が宿る都市公園

京橋

■グリーンベルトの創出

fig. B区間全体計画

高架上をペデストリアン化する上で、銀座の
象徴でもある「柳の木」による並木路を計画
する。事例調査から、高速道路上におけるラ
ンドスケープを断面的に計画し、銀ぶらの新
たな価値観を創出させる。

敷地の南北には、皇居、日比谷公園、浜離宮といった緑
地を結ぶ、みどりの軸が存在する。この軸を繋ぐグリー
ンベルトとしてのみどりの遊歩道を計画する。

Ⅵ-ⅱ. C 区画計画概要
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出典：中央区緑の基本計画
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fig. 周辺における水資源の確保

一日平均

雨水渠による水資源 トンネル湧水

14,230 ㎥（1,4230,000ℓ）
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JR 総武・横須賀線

一日平均

7,110 ㎥ 一日平均
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JR総武 ・ 横須賀線

地下鉄線

2,620 ㎥

総武トンネル湧水活用による都市河川の環境改善事業について
東京都心部におけるトンネル湧水活用に関する調査研究

出典 ：出典 ： 東京都下水道局 HP

都市河川の復元による都市再生デザイン手法に関する研究 注 7) 注 7)

Ⅵ ペデストリアン空間における断面計画Ⅶ

　床のテクスチャーからそのまま立ち上がり、組み合わせによって多様な使われ方を生むストリートファニチャーと植栽計画によって、豊かな公共空間
を計画する。植栽は、土を埋めるための厚さを確保するため、梁を避けるようにして計画される。
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地下鉄銀座駅
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B2

中間層（ホワイエ /ギャラリー）

アトリウム空間

ギャラリースペース

立体的な人々の流れを、芸術に触れさ
せながら、螺旋状に巻き上げ、各階へ
と流して行く。

アトリウムを取り巻く
ように配置され、アト
リウム空間にそのにぎ
わいを映し出す。

計画のプロット 構造体のプロット

　地下鉄の出入り口のプロットから、建築の計画する
場所を選定する（黄色部）

　高速道路躯体を避けるように CFT 構造の柱（1200）
を 8本差し込み、強固なコアを形成する。

アトリウム空間の形成

　コアとなる構造からアトリウムを形成し、地下や地
上の人々をペデストリアン空間へと巻き上げる。

住居ヴォリュームの挿入

　コアに差し込むようにアトリウムの上に居住ヴォ
リュームを乗せる。

A 区画（主体敷地）における計画概要
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Ⅶ

Ⅶ-ⅰ. 挿入する建築の構築ダイアグラム Ⅶ-ⅱ. 既存高速道路躯体によるコンテクスト

　東京高速道路は、1,2 階をテナントビルとし、
3F 部を高速道路としている。高速道路の床板は、
幾重にも梁が張られ、強固な構造が敷かれる。高
速道路の上をペデストリアン空間へと再編し、計
画敷地とする本提案においては、この躯体が一つ
のコンテクストとなる。

桁梁

柱

床板

橋部梁

梁

高速道路のストラクチャから導かれる植栽計画 コンテクストとなる既存高速道路のストラクチャ
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B’

C

C’

D

D’

E

E’

各居住棟における住戸プラン

居住者縦動線

一般縦動線

3F  Plan
床面積：17640.8 ㎡

床面積：3030 ㎡

床面積：15742.6 ㎡

区間 A

区間 B
区間 C

区間 D

区間 E

区間 F

床面積：3993.2 ㎡

環状

線状

遊動

八の字

投げ輪

床面積：2574.9 ㎡

床面積：3147.3 ㎡

シェアハウス（26戸）

床面積：2223.4 ㎡

床面積：771.1 ㎡

延べ床：1080 ㎡

延べ床：4810 ㎡

延べ床：4440 ㎡

延べ床：3330 ㎡

延べ床：4362.6 ㎡

延べ床面積：4362.6 ㎡

22385.2 ㎡

延べ床面積：89106.7 ㎡

2F  Plan

居住棟 A

アトリウム

ホワイエ

基準階

宿泊棟

ペデストリアン上 5層

13層
48戸

16部屋

55戸

居住計 183戸

24 戸

12 層

9層

11層
30戸 11層

居住棟 B

居住棟 C

居住棟 D
オフィス棟

居住棟A

宿泊棟

居住棟 B

居住棟 C

居住棟 D

オフィス棟

B:33.961 ㎡A:50.457 ㎡

54.653 ㎡ 54.847 ㎡ 43.064 ㎡

106.65 ㎡

77.317 ㎡
396.6 ㎡

単身者

単身者

共働き

共働き
2 世帯

2 世帯

ファミリー

ファミリー

SOHO

SOHO

オフィス

宿泊

S=1/1000 

(m)0 50 100

A

A’

B

B’

C

C’

D

D’

E

E’

地下鉄銀座一丁目駅
駐車場

美術館

地下銀座駅

地下道線

地上出入り口
床面積：15381.2 ㎡
B1  Plan

B2  Plan
S=1/2000 

(m)0 50 100

92 台

床面積：2330 ㎡

区間 A

区間 B

区間 C,D,E

区間 F

床面積：3673.2 ㎡

床面積：2987 ㎡

床面積：8616 ㎡

床面積：762 ㎡

美術館

■ 凡例

事務・オフィス

商業（テナント）

ギャラリー・画廊

住居

小学校

植栽

駐車場

一般動線

縦動線

396.6 ㎡

1F  Plan
床面積：14969.9 ㎡


